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徳
川
園
蘇そ

山ざ
ん

荘そ
う

建
物
の
創
建
及
び
沿
革

　
こ
の
建
物
は
、名
古
屋
市
が
昭
和
十
二
年（
一
九
三
七
）、

南
区
の
新
し
い
埋
立
地
に
名
古
屋
汎
太
平
洋
平
和
博
覧
会

を
開
催
し
た
お
り
、迎
賓
館
の
和
館
と
し
て
建
て
ら
れ
た
。

閉
会
後
、名
古
屋
市
に
寄
贈
さ
れ
同
年
徳
川
園
に
一
部
増

築
し
て
移
築
さ
れ
た
。昭
和
二
十
二
年
か
ら
平
成
八
年（
一

九
九
六
）ま
で
、市
は
こ
こ
に
市
営
結
婚
式
場
を
開
設
し
、

こ
れ
を
徳
川
園
会
館
と
し
た
。
こ
こ
で
は
六
万
組
の
市
民

が
挙
式
を
し
、ピ
ー
ク
の
昭
和
三
十
三
年
に
は
三
千
組
を

超
え
た
。
平
成
十
六
年
、修
復
し
た
お
り
増
築
棟
を
取
り

外
し
、喫
茶
所
と
し
て
活
用
、平
成
二
十
六
年
三
月
国
登
録

有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
、管
理
者
が
常
駐
し
て
、「
文
化

財
施
設
の
活
用
」と「
公
開
保
存
」が
さ
れ
て
い
る
。

　
博
覧
会
東
会
場
に
、賓
客
用
接
待
施
設
と
し
て
近
代
建

築
の
迎
賓
館（
施
工
・
石い

し

田だ

錠じ
ょ
う

太た

郎ろ
う

）を
建
設
、そ
の
後
部

の
庭
園
に
池
を
挟
ん
で
蘇
山
荘（
棟
梁
・
高た

か

谷や

精せ
い

市い
ち

）と
立

礼
茶
席
太
平
茶
屋
及
び
四
畳
半
台
目
の
茶
室
鳩き

ゅ
う

栖せ
い

庵あ
ん（

設

計
・
松ま

つ

尾お

宗そ
う

吾ご

）が
建
設
さ
れ
た
。
計
画
は
、邸
宅
配
置
を

基
本
と
し
た
洋
館
・
書
院
座
敷
と
茶
室
の
三
棟
構
成
と
し

て
い
る
。
明
治
・
大
正
期
の
大
邸
宅
で
は
和
洋
併
立
形
式

を
取
り
、接
客
の
場
と
し
て
の
洋
館
部
と
生
活
の
場
と
し

て
の
和
館
部
と
の
使
い
分
け
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　
材
木
業
者
五
団
体
の
寄
付（
建
設
費
一
万
五
千
円
）に

よ
る
が
、彼
等
は「
純
日
本
風
ノ
清
雅
ナ
ル
建
築
ト
シ
、カ

ツ
木
曽
材
ノ
優
良
性
ヲ
賞
美
ス
ル
コ
ト
」を
目
的
と
し
て

い
た
。
木
曽
は
尾
張
藩
に
属
し
て
お
り
、木
曽
材
の
多
く

は
名
古
屋
で
取
り
扱
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
地
元
の
物
産
を

宣
伝
す
る
に
は
良
い
機
会
で
あ
っ
た
。
と
く
に
木
材
は
帝

室
林
野
局
に
仰
ぎ
、木
曽
よ
り
檜
を
は
じ
め
銘
木
が
調
達

さ
れ
た
。

建
物
の
構
造
・
形
式

　
木
造
平
屋
建
桟さ

ん

瓦が
わ
ら

葺ぶ
き

入い
り

母も

屋や

造づ
く
り（

一
部
寄よ

せ

棟む
ね

造づ
く
り

）
　

「
国
登
録
有
形
文
化
財
」登
録
記
念
報
告

徳
川
園
の
建
築
文
化
財
　（2）

琵琶棚

袋棚

広縁

客間

客間 次の間
中
廊
下

押入

押
入

風呂場

床の間

書院

パントリー
（茶の間）

洋室

玄関

応接間

車寄

徳川園蘇山荘　現在の東正面

現状平面図
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建
物
の
特
徴

　
住
宅
形
式
の
近
代
和
風
建
築
で
、建
築
面
積
四
十
八

坪（
一
五
八
・
四
㎡
）、間
口
五
間（
九
・
一
ｍ
）、奥
行
十
間

（
一
八
・
一
ｍ
）で
コ
字
型
の
平
面
構
成
、玄
関
部（
軒
高

一
二
・
七
ｍ
）と
客
座
敷
部（
軒
高
一
五
・
一
五
ｍ
）、そ
れ

を
繋
ぐ
居
住
部
の
機
能
を
分
け
た
三
区
画
で
、そ
の
軒
高

も
変
え
て
外
観
に
抑
揚
を
持
た
せ
て
い
る
。
車
寄
せ
が
突

出
し
て
お
り
、玄
関
か
ら
客
間
へ
四
尺
幅
の
広
縁
が
廻
っ

て
い
る
。
書
院
造
の
大
広
間
十
畳
二
室
と
次
の
間
六
畳
の

客
座
敷
部
分
と
茶
の
間
五
畳
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
敷
の
台

所
・
風
呂
場（
現
パ
ン
ト
リ
ー
）の
居
住
部
分
か
ら
な
り
、

玄
関
座
敷
四
畳
半
に
、応
接
室
で
畳
敷
八
畳
の
洋
室
が
付

い
て
い
る
。
ま
た
格
式
の
高
い
玄
関
の
構
え
や
、玄
関
破は

風ふ

の
懸げ

魚ぎ
ょ

や
床
飾
り
と
＊
付つ

き

書し
ょ

院い
ん

、襖
な
ど
従
来
の
客
殿
を

手
法
と
し
な
が
ら
も
、硝
子
戸
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
重
視

し
た
中
廊
下
の
設
定
、和
座
敷
だ
が
階
高
を
高
く
取
り
洋

家
具
を
意
識
し
た
応
接
室
、帽
子
掛
け
な
ど
、「
伝
統
の
継

承
」と
新
し
い「
和
風
の
構
築
」が
な
さ
れ
て
お
り
、江
戸

期
の
邸
宅
と
は
異
な
る
近
代
和
風
を
観
る
こ
と
が
出
来

る
。

　
建
物
の
主
要
材
料
は
木
曽
檜
で
、車
寄
せ
の
柱
は
＊
心し

ん

去さ

り
五
寸（
一
五
㎝
）角
檜
＊
無む

地じ

物も
の

、座
敷
回
り
の
柱
も
同

様
四
寸（
一
二
㎝
）角
無
地
物
、縁
回
り
の
柱
は
＊
心し

ん

持も

ち

四
寸
角
、玄
関
腰
板
は
檜
の
節
板
を
使
用
し
、木
曽
檜
の
良

材
質
を
表
し
た
仕
様
と
な
っ
て
お
り
、客
間
・
居
間
の
天

井
は
椹さ

わ
ら

、土
台
は
羅あ

漢す

柏な
ろ

、風
呂
場
は
高こ

う

野や

槙ま
き

、小
屋
組
や

床
組
に
は
杜ね

ず
こ松

な
ど
高
木
の
針
葉
樹
を
使
用
し
、あ
た
か

も
木
曽
材
の
展
示
を
表
し
た
造
作
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和

初
期
は
木
造
建
築
の
技
術
が
最
高
潮
に

達
し
た
時
代
で
、こ
こ
で
も
施
工
技
術

は
秀
逸
、和
風
住
宅
の
見
ど
こ
ろ
褒
め

ど
こ
ろ
の
展
示
造
り
に
努
力
し
て
い

る
。
な
お
、棟
札
及
び
銘
札
が
現
存
し

て
い
る
。

　
庭
園
石
組
も
建
物
と
同
時
期
に
移
築

さ
れ
た
が
、こ
こ
で
は
池
は
造
ら
れ
て

い
な
い
。
石
材
は
佐
久
島
、篠
島
、日
間

賀
島
、伊
勢
の
桃
取
石
、木
曽
川
産
出
の

石
を
中
心
に
本
州
・
四
国
・
九
州
の
石

を
使
用
し
て
八
州
を
、大
海（
太
平
洋
）

を
高
麗
芝
で
表
現
し
て
い
る
。

用
語
解
説

＊
付
書
院
　
蘇
山
荘
の
床
の
間
は
、棚
が
縁
側
に
張
り
出
し
、下
を
地
袋
と

し
前
に
明
か
り
障
子
を
立
て
て
い
る
。

＊
無
地
物
・
心
去
り
・
心
持
ち
　
無
地
物
は
材
の
表
面
に
節
が
無
い
も
の
。

心
去
材
は
樹
芯
を
外
し
た
材
で
、芯
を
中
心
に
挽
い
た
材（
心
持
材
）に

比
べ
強
固
で
あ
り
、大
径
木
で
な
い
と
取
れ
な
い
の
で
高
価
で
あ
る
。

　（
元
名
古
屋
市
文
化
財
調
査
委
員
会
委
員
　
畔
柳
武
司
）

（付属心空庵）

徳川美術館
本館

徳川美術館 新館

蓬
左
文
庫

餘芳軒

　餘芳軒
（付属東屋）

山の茶屋

蓬左文庫旧書庫

釣瓶井戸

脇長屋
塀

黒門

蘇山荘

N

（付属心空庵）

徳川美術館
本館

徳川美術館 新館

蓬
左
文
庫

餘芳軒

　餘芳軒
（付属東屋）

山の茶屋

蓬左文庫旧書庫

釣瓶井戸

脇長屋
塀

黒門

蘇山荘

N

東立面図

登録有形文化財配置図
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　“
か
な
”は
、漢
字
を
正
式
な
文
字
と
み
な
し
て“
真ま

名な
（
真
字
）”と
呼
ん
だ
の

に
対
し
て
、略
式
の
文
字
あ
る
い
は
仮
の
文
字
と
い
う
意
味
の“
か
り
な
”の
音

便
形「
か
ん
な
」が
つ
ま
っ
て
称
さ
れ
る
文
字
で
す
。
漢
字
を
表
音
文
字
と
し

て
使
用
し
、一
字
に
一
音
を
あ
て
て
我
が
国
の
言
葉
を
表
す
こ
と
は
、遅
く
と

も
五
世
紀
後
半
か
ら
六
世
紀
初
頭
頃
に
は
定
着
し
て
い
き
、“
か
な
”と
し
て
の

姿
が
整
え
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
奈
良
時
代
に
は
、漢
字
の
楷か

い

書し
ょ

・
行ぎ

ょ
う

書し
ょ

も
用

い
て
あ
ら
わ
す
、い
わ
ゆ
る「
万
葉
仮
名
」を
用
い
た
遺
品
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
人
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
い
え
る
和
歌
を
書
き
記
す
た
め
、女
性
に
よ
っ

て
開
か
れ
た「
女お

ん
な

手で

」と
も
呼
ば
れ
る“
か
な
”は
、九
世
紀
末
か
ら
十
世
紀
初
頭

頃
に
は
そ
の
萌
芽
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
お
よ
そ
百
年
の
あ

い
だ
に
著
し
い
進
展
を
遂
げ
、十
一
世
紀
中
頃
ま
で
に
は
非
の
打
ち
所
の
な
い

完
成
さ
れ
た
字
形
と
研
ぎ
澄
ま
さ
れ
た
連
綿
の
美
し
さ
、緩
急
自
在
に
運
ば
れ

た
筆
法
な
ど
、流
麗
で
完
成
度
の
高
い
品
格
に
み
ち
た
ス
タ
イ
ル
に
到
達
し
ま

し
た
。
現
在
我
々
が
用
い
て
い
る
仮
名
文
字
の
原
点
は
、こ
の
時
代
の“
か
な
”

に
求
め
ら
れ
ま
す
。

　「
美
し
き 

か
な
」と
題
し
た
こ
の
展
覧
会
で
は
、「
継つ

ぎ

色し
き

紙し

」を
は
じ
め
重
要

文
化
財「
重し

げ

之ゆ
き

集し
ゅ
う

」や「
関せ

き

戸ど

本ぼ
ん

古こ

今き
ん

集し
ゅ
う

切ぎ
れ

」「
高こ

う

野や

切ぎ
れ 

古
今
集
」「
法ほ

う

輪り
ん

寺じ

切ぎ
れ 

和わ

漢か
ん

朗ろ
う

詠え
い

集し
ゅ
う

」「
升ま

す

色じ
き

紙し

」な
ど“
か
な
”の
黄
金
期
を
迎
え
た
十
一
世
紀
を
中
心
と

す
る
作
品
か
ら
、「
藍あ

い

紙が
み

本ぼ
ん

万
葉
集
」「
石い

し

山や
ま

切ぎ
れ

」「
大お

お

色じ
き

紙し

」、重
要
文
化
財「
三さ

ん

宝ぽ
う

絵え

」や「
多た

賀が

切ぎ
れ 

和
漢
朗
詠
集
」「
今い

ま

城き

切ぎ
れ 

古
今
集
」を
は
じ
め
と
す
る
個
性
的

か
つ
重
厚
な
書
風
が
あ
ら
わ
れ
る
十
一
世
紀
末
期
か
ら
十
二
世
紀
の
作
品
を

中
心
に
、伏
見
天
皇
の「
広ひ

ろ

沢さ
わ

切ぎ
れ

」「
筑ち

く

後ご

切ぎ
れ

」な
ど
十
四
世
紀
前
半
ま
で
の“
か

な
”に
表
現
さ
れ
た
、多
様
な
ス
タ
イ
ル
と
典
雅
な
美
意
識
、そ
し
て
そ
の
変
遷

を
た
ど
り
ま
す
。

展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館 

第
５
展
示
室
　
　

会期：平成29年1月4日（水）～ 2月5日（日）

美
し
き
　

か
な

菊折枝蒔絵三棚飾り　
俊恭院福君
（尾張家11代斉温継室）所用
江戸時代　19世紀
徳川美術館蔵　

重要美術品 石山切 貫之集下　
藤原定信筆　平安時代　1112年頃
徳川美術館蔵

重要文化財 寸松庵色紙　
伝紀貫之筆　平安時代　11世紀　
個人蔵

高野切　古今和歌集
伝紀貫之筆　平安時代　11世紀
個人蔵

重要美術品 升色紙 深養父集　
伝藤原行成筆　平安時代　11世紀
個人蔵

重要文化財 重之集　
伝藤原行成筆　平安時代　11世紀　徳川美術館蔵
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近
衛
家
の
養
女
・
福さ

ち

君ぎ
み（

一
八
二
〇
〜
四
〇
）は
天
保
七

年（
一
八
三
六
）、数
え
十
七
歳
で
尾
張
徳
川
家
十
一
代
斉な

り

温は
る

に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
婚
礼
調
度
は
、両
家
の
家
紋
と
菊

の
折
枝
を
散
ら
し
た
蒔
絵
の
調
度
品
で「
菊き

く

折お
り

枝え
だ

調ち
ょ
う

度ど

」と

呼
ば
れ
ま
す
。
三さ

ん

棚た
な

を
は
じ
め
乗
物
な
ど
の
調
度
品
八
十

余
件
の
ほ
か
雛
道
具
百
二
十
余
件
、書
画
な
ど
が
一
括
し
て

現
存
し
て
お
り
、日
本
最
大
の
数
を
誇
る
江
戸
時
代
の
大
名

婚
礼
調
度
で
す
。

　
し
か
し
、よ
く
見
る
と
同
じ
梨な

子し

地じ

で
も
文
様
の
厚
み
・

密
度
に
精せ

い

粗そ

の
差
が
あ
り
、明
ら
か
に
時
代
の
遡

さ
か
の
ぼ

る
調
度

が
混
在
し
て
い
ま
す
。
実
は
六
代
継つ

ぐ

友と
も

正
室
の
安あ

己こ

君ぎ
み

（
一
七
〇
四
〜
二
五
）、九
代
宗む

ね

睦ち
か

正
室
の
好た

か

君ぎ
み（
一
七
三
〇

〜
七
八
）が
同
じ
近
衛
家
か
ら
嫁
い
で
お
り
、こ
れ
ら
の
婚

礼
調
度
が
混
在
し
て
い
る
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
展
で
は
、嫁
い
で
わ
ず
か
四
年
、数
え
二
十
一
歳
と
い

う
若
さ
で
こ
の
世
を
去
っ
た
福
君
の
生
涯
に
光
を
当
て
つ

つ
、そ
の
婚
礼
調
度
を
初
め
て
一
斉
公
開
し
ま
す
。
今
な
お

燦
然
と
輝
き
を
放
つ
菊
折
枝
調
度
の
全
貌
を
探
り
、か
つ
往

時
に
お
け
る
公
家
と
大
名
家
の
豪
華
で
華
麗
な
婚
礼
を
再

現
し
ま
す
。
福
君
の
雛
道
具
が
展
示
さ
れ
る「
尾
張
徳
川

家
の
雛
ま
つ
り
」と
あ
わ
せ
て
、ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
室
１
・
２
　
徳
川
美
術
館 

第
５
展
示
室
　
　

企
画
展
　
全
点
一
挙
公
開

日
本
最
大
の
婚
礼
調
度
―
さ
ち
ぎ
み
様
の
お
嫁
入
り
―
　

会期：平成29年2月10日（金）～ 4月9日（日）

山車の左右側面に「惜
おしみ

車
ぐるま

」を取り付けている。山車の動きにあわせて上部の羽根がくるくると回った。

菊折枝蒔絵三棚飾り　
俊恭院福君
（尾張家11代斉温継室）所用
江戸時代　19世紀
徳川美術館蔵　

菊折枝蒔絵乗物　
俊恭院福君
（尾張家11代斉温継室）所用
江戸時代　19世紀　
徳川美術館蔵

福君江戸下向行列図（部分）　江戸時代　19世紀　徳川美術館蔵
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謎
の「
書
翰
集
」

　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、蓬
左
文
庫
は
幕
末
か

ら
明
治
初
年
に
か
け
て
の
書
翰
や
草
稿
を
年
代
ご
と
に

綴
じ
込
ん
だ
簿
冊
を
多
数
所
蔵
し
て
い
る（
表
紙
写
真

参
照
）。
そ
の
名
称
と
請
求
番
号
を
一
覧
に
す
る
と
左

記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
名
称
　
　
　
　
　
　
　
　 
請
求
番
号

　（
１
） 

慶
応
二
年
書
翰
集 
27

−

101

　（
２
） 

元
治
元
年
書
翰 

27

−

102

　（
３
） 

慶
応
元
年
書
翰
集 

27

−

103

　（
４
） 

明
治
三
年
来
翰 

27

−

104

　（
５
） 

慶
応
三
年
書
翰
集 

27

−
105

　（
６
） 

明
治
元
年
書
翰
集 

27
−

106

　（
７
） 

文
久
三
年
書
翰（
尾
張
家
） 

27
−

107

　（
８
） 

元
治
元
年
書
翰
集 

27

−

108

　（
９
） 

元
治
元
年
書
翰
集 

27

−

109

　（
10
） 

文
久
三
年
書
翰
集 

27

−

110

　（
11
） 

慶
応
元
年
書
翰
集 

27

−

111

　（
12
） 

明
治
元
年
書
翰
　 

27

−

112

　（
13
） 

明
治
二
年
書
翰 

27

−

113

　
資
料
名
を
み
た
だ
け
で
は
、こ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
な

内
容
の
史
料
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、綴
じ
込
ま
れ

た
文
書
に
は
一
つ
の
共
通
点
が
存
在
す
る
。
そ
れ
は
書

翰
の
宛
名
に「
水
野
彦ひ

こ

三さ
ぶ

郎ろ
う

」の
名
前
が
多
く
み
ら
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、綴
じ
込
ま
れ
た
文
書

の
多
く
が
、か
つ
て
は
水
野
彦
三
郎
と
い
う
人
物
の
も

と
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

　
水
野
彦
三
郎（
忠
雄
）は
尾
張
藩
の
御お

儒じ
ゅ

者し
ゃ

で
あ
り
、

徳
川
慶よ

し

勝か
つ（
慶よ

し

恕く
み

・
尾
張
徳
川
家
十
四
代
）の
側
近
と
し

て
幕
末
維
新
期
に
お
け
る
尾
張
藩
政
の
中
枢
に
関
与
し

た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、こ
れ
ら
の
資
料
は
幕
末

維
新
期
に
お
け
る
藩
政
の
内
実
を
知
る
上
で
貴
重
な

一
次
史
料
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
ら
は
現
在
、綴
じ
を
解
い
て
一
丁
ず
つ
整
理
さ

れ
、閲
覧
室
に
は
紙
焼
本
も
配
架
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、

量
が
膨
大
で
あ
る
上
に
一
点
ご
と
の
内
訳
目
録
が
存
在

し
な
い
た
め
、十
分
に
活
用
さ
れ
て
き
た
と
は
い
い
難

い
。
現
在
、蓬
左
文
庫
で
は
今
年
度
中
を
目
処
に
内
訳

目
録
の
作
成
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
書
翰
集
利
用
の
一
助
と
し
て
、水
野
彦
三
郎
の
経
歴

を「
藩は

ん

士し

名な

寄よ
せ

」や
叙
位
関
係
の
公
文
書
な
ど
に
よ
っ

て
紹
介
し
た
い
。

尾
張
藩
に
お
け
る
水
野
彦
三
郎

　
ま
ず
は
尾
張
藩
に
お
け
る
彦
三
郎
の
履
歴
を
み
る

と
、嘉
永
四
年（
一
八
五
一
）三
月
五
日
、「
学
業
相
励

追
々
上
達
」が
認
め
ら
れ
、初
め
て
三さ

ん

人に
ん

扶ぶ

持ち

を
与
え
ら

れ
て
い
る（「
藩
士
名
寄
」蓬
左
文
庫
蔵
）。
こ
の
年
の

二
月
四
日
、彦
三
郎
の
父
松
軒
が
病
死
し
て
お
り
、父
の

家
督
を
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
松
軒
は
天
保
三
年

（
一
八
三
二
）に
医
術
出
精
を
認
め
ら
れ
て
五
人
扶
持
を

与
え
ら
れ
、同
十
三
年（
一
八
四
二
）に
は
寄よ

り

合あ
い

御
医
師

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、彦
三
郎
は
御
医
師
の

子
と
し
て
生
ま
れ
、自
ら
も
学
問
に
励
む
こ
と
で
扶
持

を
与
え
ら
れ
た
が
、彦
三
郎
自
身
は
父
松
軒
と
は
異
な

り
儒
学
の
道
に
進
ん
だ
。

　
彦
三
郎
は
安
政
六
年（
一
八
五
九
）に「
御
儒
者
」と

な
っ
た
の
を
皮
切
り
に
、文
久
二
年（
一
八
六
二
）に

は「
奥
御
儒
者
」、元
治
元
年（
一
八
六
四
）に
は「
明め

い

倫り
ん

堂ど
う

教
授
次
座
」と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、留と

め

書が
き

奉ぶ

行ぎ
ょ
う

、町
奉
行
格
等
を
経
て
版
籍
奉
還
後
の
明
治
二
年

（
一
八
六
九
）十
月
に
は
名
古
屋
藩
権ご

ん
の

少し
ょ
う

参さ
ん

事じ

と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
間
、加
増
や
足た

し

高だ
か

を
積
み
重
ね
着
実
に
出

世
を
遂
げ
て
い
る
。

　
出
世
の
背
景
に
は
、尾
張
徳
川
家
十
四
代
当
主
で
、隠

居
後
も
藩
政
を
主
導
し
た
徳
川
慶
勝
の
側
近
と
し
て
彦

三
郎
が
果
た
し
た
役
割
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
書

翰
集
を
概
観
す
る
と
、彦
三
郎
は
儒
者
と
し
て
の
教
養

を
基
盤
に
、幕
末
の
激
動
期
に
お
け
る
慶
勝
の
政
治
活

動
を
支
え
る
立
場
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、

彦
三
郎
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
事
件
に
か
か
わ
っ

た
の
か
。
こ
の
点
を
、叙
位
関
係
の
公
文
書
か
ら
探
っ

て
み
た
い
。

明
治
初
年
に
お
け
る
彦
三
郎
の
活
動

　
彦
三
郎
は
明
治
二
十
四
年（
一
八
九
一
）に
従
六
位

を
与
え
ら
れ
て
お
り
、叙
位
に
あ
た
っ
て
旧
犬
山
藩
主

の
成な

る

瀬せ

正ま
さ

肥み
つ

が
推
薦
文
を
寄
せ
て
い
る（「
水
野
忠
雄

「
幕
末
維
新
書
翰
集
」と
水
野
彦
三
郎
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特
旨
ヲ
以
テ
新
叙
ノ
件
」国
立
公
文
書
館
蔵
）。
成
瀬
は

幕
末
に
尾
張
藩
付つ

け

家が

老ろ
う

と
し
て
慶
勝
を
支
え
た
人
物
で

あ
る
。

　
こ
の
推
薦
文
に
よ
れ
ば
、彦
三
郎
の
最
大
の
功
績
は

維
新
前
後
の
朝
幕
間
に
お
け
る
周
旋
活
動
に
あ
る
と
さ

れ
、な
か
で
も
江
戸
城
引
き
渡
し
に
あ
た
っ
て
幕
吏
の

説
得
に
尽
力
し
た
こ
と
が
特
記
さ
れ
て
い
る
。
同
時
に

提
出
さ
れ
た
履
歴
書
に
よ
れ
ば
、彦
三
郎
は
水
戸
藩
や

結
城
藩
に
対
す
る
勤
王
誘
引
工
作
に
も
関
与
し
た
と
い

う
。
ま
た
、戊
辰
戦
争
に
お
い
て
名
古
屋
藩
が
北
越
に

出
兵
し
た
際
、「
軍
事
参
謀
」と
し
て
活
躍
し
た
こ
と（
写

真
参
照
）、明
治
天
皇
の
東
幸
に
あ
た
っ
て
三
河
、遠
江
、

駿
河
三
国
の
情
勢
探
索
に
尽
力
し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ

れ
る
。

文
部
官
僚
と
し
て
の
活
躍

　
尾
張
藩
に
お
い
て
培
わ
れ
た
彦
三
郎
の
能
力
は
、廃

藩
後
も
文
部
省
の
官
僚
と
し
て
発
揮
さ
れ
た
。
彦
三
郎

（
明
治
以
後
は
諱い

み
な

の「
忠
雄
」を
使
用
。
こ
こ
で
は
通
称

の「
彦
三
郎
」で
統
一
）は
明
治
六
年（
一
八
七
三
）三
月

末
、大
講
義
に
補
せ
ら
れ
て
教
部
省
に
出
仕
し
た
の
ち
、

同
年
十
二
月
か
ら
文
部
省
に
出
仕
し
た
。
彦
三
郎
は
こ

れ
以
後
明
治
十
八
年（
一
八
八
五
）ま
で
文
部
省
に
奉

職
し
、そ
の
間
、内
国
勧
業
博
覧
会
審
査
官
や
東
京
師
範

学
校
教
諭
な
ど
を
兼
職
し
て
い
る（「
一
等
属
水
野
忠

雄
御
用
掛
被
命
ノ
件
」国
立
公
文
書
館
蔵
）。

　
文
部
省
に
お
け
る
彦
三
郎
の
勤
務
成
績
は
優
秀
だ

っ
た
よ
う
で「
事
務
老
練
頗
ル
御
用
弁
」と
評
さ
れ
、

た
び
た
び
褒
賞
や
慰
労
金
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
没

年
は
不
明
だ
が
、明
治
二
十
四
年
一
月
に
危
篤
と
な

り
、こ
れ
を
機
に
従
六
位
に
叙
位
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、こ
の
の
ち
間
も
な
く
亡
く
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。

今
後
の
課
題

　
以
上
の
よ
う
に
、「
藩
士
名
寄
」や
叙
位
関
係
の
公
文

書
を
概
観
す
る
と
、水
野
彦
三
郎
は
尾
張
藩
の
奥
御
儒

者
と
し
て
慶
勝
の
側
に
仕
え
、そ
の
も
と
で
明
治
初
年

に
は
江
戸
城
引
き
渡
し
な
ど
に
尽
力
し
、維
新
後
も
草

創
期
の
文
部
官
僚
と
し
て
重
用
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
だ
が
、書
翰
集
の
文
書
を
概
観
す
る
と
、彦
三
郎
の
事

蹟
が
こ
れ
に
と
ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
最
初
に
掲
げ

た
資
料
名
か
ら
も
わ
か
る
と
お
り
、彦
三
郎
は
す
で
に

文
久
年
間
か
ら
慶
勝
の
側
で
さ
ま
ざ
ま
な
重
大
事
件
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
今
後

は
書
翰
の
内
容
を
読
み
解
き
、幕
末
の
激
動
期
に
彦
三

郎
が
果
た
し
た
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ
う
。

（
学
芸
員
　
木
村
慎
平
）

北越戦争に関する報告　慶応4年（1867）5月22日付
水野彦三郎宛に送られた戊辰戦争の戦況報告。越後の長岡城をめぐる激戦の様子が記されている。
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【 市 バ ス 】
【名鉄バス】
【　J　R　】 
【地下鉄】
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【 市 バ ス 】

 名古屋駅前8番のりば名古屋駅発着で平日30～１時間に１本、土・日・休日は20分～30分に1本運行
名古屋駅前２番のりば基幹２号系統、「徳川園新出来」下車徒歩３分
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栄バスターミナル（オアシス21）3番のりば基幹2号系統、「徳川園新出来」下車徒歩3分
■お車をご利用の場合
蓬左文庫専用駐車場はありません。徳川園駐車場（有料　30分　120円）をご利用下さい。

■休館日／月曜日（祝日・振替休日のときは直後の平日）※催事により変更することがあります。
 12月15日㈭～1月3日㈫　特別整理・年末年始休館
■展示室／有料　一般：1200円　高大生：700円　小中生：500円（蓬左文庫・徳川美術館 共通観覧）
 【開室時間】午前10時～午後5時（入室は午後4時30分まで）
■閲覧室／無料・館外貸し出しはいたしません。
 【閉架図書】午前9時30分～午前12時　午後1時～午後5時　【開架図書】午前9時30分～午後5時
 【複写サービス】保存など支障のない範囲で、CD-Rからのプリントアウトまたはマイクロフィルム複写などの方法により行います。電話・郵便による申込みも可。

地下鉄名城線

名鉄瀬戸線

基幹バス

徳川園
新出来

名古屋城

久屋大通

大曽根至大阪

蓬左文庫

徳川
美術館

徳川園

地下鉄桜通線丸の内 久屋大通

金山

上前津

名古屋 伏見

鶴舞

千種 今池

至東京

御器所

栄

栄町 地下鉄東山線
車道

地下鉄鶴舞線

JR中央本線

表紙：幕末維新書翰集（ばくまついしんしょかんしゅう）　（水野彦三郎来翰）

　
前
頁
で
記
し
た
よ
う
に
、こ
れ
ら
は
幕
末
に

活
躍
し
た
尾
張
藩
士
水
野
彦
三
郎
の
も
と
に
伝

わ
っ
た
書
翰
等
を
綴
じ
込
ん
だ
綴
り
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
書
翰
集
の
成
立
と
伝
来
の

経
緯
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

　
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、書
翰
を
綴
じ
る
台
紙

に
文
部
省
用
箋
の
反ほ

古ご

紙
が
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
彦
三
郎
は
廃
藩
置

県
後
、文
部
省
に
長
く
奉
職
し
て
い
た
。
こ
の

こ
と
か
ら
、書
翰
集
は
文
部
省
在
職
中
に
彦
三

郎
本
人
が
、同
省
の
反
古
紙
を
台
紙
に
し
て
年

代
毎
に
ま
と
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
書
翰
集
が
尾
張
徳
川
家（
蓬
左
文
庫
）に
伝

わ
っ
た
時
期
や
経
緯
を
伝
え
る
記
録
は
存
在
し

な
い
が
、第
一
に
想
定
さ
れ
る
の
は
蓬
左
文
庫

を
設
立
し
た
尾
張
徳
川
家
十
九
代
当
主
の
徳
川

義よ
し

親ち
か

に
よ
る
維
新
史
編
纂
事
業
と
の
関
連
で
あ

る
。
義
親
は
家
督
を
相
続
し
て
間
も
な
い
明
治

四
十
四
年（
一
九
一
一
）頃
か
ら
尾
張
徳
川
家
の

維
新
史
編
纂
事
業
を
開
始
し
、自
家
の
史
料
を

整
理
す
る
と
と
も
に
旧
藩
士
の
蔵
書
な
ど
を
積

極
的
に
収
集
し
た
。
現
在
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫

と
徳
川
林
政
史
研
究
所
が
所
蔵
す
る「
水
野
正ま

さ

信の
ぶ

旧
蔵
書
」や「
奥
村
徳か

つ

義よ
し

旧
蔵
書
」は
、そ
の
過

程
で
収
集
さ
れ
た
代
表
的
な
資
料
群
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
外
に
も
義
親
が
収
集
、書
写
さ
せ
た

資
料
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
、そ
の
多
く
は

蓬
左
文
庫
の
請
求
番
号
25
番
代
か
ら
27
番
代
に

配
架
さ
れ
て
い
る
。書
翰
集
も
27
番
代
で
あ
り
、

文
庫
設
立
の
段
階
で
維
新
史
編
纂
資
料
と
同
系

統
に
位
置
す
る
資
料
と
し
て
整
理
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。

　
も
っ
と
も
、尾
張
徳
川
家
で
は
明
治
五
年

（
一
八
七
二
）以
来
政
府
に
お
け
る
歴
史
編
纂
事

業
の
影
響
を
受
け
て
家
史
編
纂
を
進
め
て
お

り
、明
治
二
十
年
頃
に
は
幕
末
維
新
期
の
慶よ

し

勝か
つ

・
茂も

ち

徳な
が

・
義よ

し

宜の
り

三
代
に
わ
た
る
事
蹟
を
ま
と

め
た『
三さ

ん

世せ
い

紀き

事じ

略り
ゃ
く

』が
完
成
し
て
い
る
。
彦

三
郎
の
関
係
資
料
は
こ
の
時
期
に
収
集
さ
れ
た

可
能
性
も
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、慶
勝
の
側
近
を
務
め
た

彦
三
郎
の
関
係
資
料
は
、尾
張
徳
川
家
に
お
け

る
家
史
編
纂
、維
新
史
編
纂
に
お
い
て
重
要
な

史
料
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
な
お
、こ
れ
ら
の
書
翰
集
と
同
系
統
の
資
料

と
し
て
、左
記
の
四
件
が
蓬
左
文
庫
に
伝
わ
っ

て
い
る
。

・
文
武
世
話
一
条（
元
治
元
年
） 
27

−

20

・
公
武
御
一
和（
文
久
三
年
） 
27

−

97

・
征
長
総
督
　
付
水
戸
暴
徒
通
行 

27

−

98

・
急
御
用
ニ
而
東
下
一
条（
文
久
三
年
） 

27

−

166

　
こ
れ
ら
は
や
は
り
彦
三
郎
宛
の
書
翰
や
草
稿

な
ど
を
綴
じ
込
ん
だ
も
の
で
あ
る
が
、表
題
か

ら
分
か
る
と
お
り
、主
題
ご
と
に
関
連
し
た
文

書
を
収
録
し
て
い
る
。

蓬左文庫

「
幕
末
維
新
書
翰
集
」と
そ
の
伝
来


